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In this note, we study consciousness of tax by means of questionnaire. In this
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学生には研究発表にも使用する旨は伝えてある。なお、対象学生は「税法」の授業は受けてい
ない。
2．アンケート内容と結果
アンケート内容と結果は以下のとおりである。なお、質問の後のカッコ内の3つの数値は、1
番目が1年生13人のみの割合、2番目が2年生21人のみの割合、3番目は全体（1年生と2年生の合
計34人）の割合である。
アンケート内容と結果
質問1 消費税の仕組みを理解していますか。
理解している （61.5％、38.1％、47.1％）
理解してない （38.5％、61.9％、52.9％）
質問2 消費税以外の税金を知っていますか。
理解している （69.2％、81.0％、76.5％）
理解してない （30.8％、19.0％、23.5％）
質問3 質問2でと答えた人に質問します。知っている税金の名前を答えてください。
所得税（19人）、住民税（14人）、タバコ税（13人）、固定資産税（9人）、酒税（8人）、
法人税（4人）、自動車税（3人）、環境税（3人）、相続税（2人）、地方税（2人）、
国税（1人）、ガソリン税（1人）、事業税（1人）、都民税（1人）
カッコ内の数値は1・2年生合計の人数である。
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質問4 税金が何に使われているか知っていますか。
理解している （53.8％、47.6％、50.0％）
理解してない （46.2％、52.4％、50.0％）
質問5 質問4でと答えた人に質問します。税金の使い道を答えてください。
公務員の給与（8人）、公共施設の建設・維持（6人）、公共事業（5人）、
国の借金返済（2人）、震災復興（1人），福祉（1人）、環境保全（1人）、保険（1人）
カッコ内の数値は1・2年生合計の人数である。
質問6 「税金」という言葉から何を連想しますか。
1）義務
・誰もが払うお金
・国に納めるお金
・義務
・払わないといけないもの
・必ず払わなければならないもの
2）増税に関するもの
・増税
・増税案
・消費税増税
3）国あるいはみんなのお金
・国のためのお金
・国に必要なお金
・国あるいはみんなのお金
・国民みんなのためにきちんとした使い道で使われているであろうお金
4）批判的連想
・無駄なお金
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・震災復興に使われていない
・無駄遣いされているのではないか
・税金を上げるな。上げるなら下げられるものを下げてからにすべき。たとえば議員定数の
削減など
・良くないお金・無駄遣いばかりするお金
・高い
5）国の借金
・借金
6）消費税率
・5％（2人）
7）難しいというイメージ
・少し硬いイメージで難しそう
・難しい（2人）
8）「お金」に関するイメージ
・お金（3人）
3．考察
質問1の結果について
全体では理解している学生と理解していない学生がほぼ半数ずつであるが、学年別で見ると1
年生で理解していると回答した学生の割合が61.5％であるのに対して、2年生で理解していると
回答した学生の割合が38.1％という興味深い結果が得られた。主として2年生向けの科目である
「会計学」（1年生でも選択可能）では消費税や法人税の会計処理（消費税や法人税そのもの
の授業ではないが）を扱っており、消費税については2年生のほうが理解している学生の割合が
高いと予想していたが、アンケートでは逆の結果が出てきた。選択肢が「理解していると理
解していない」の二つしかなく、ある程度理解していても「理解していない」と回答する学生
や逆に少ししか理解していなくても「理解している」と回答する学生が存在する可能性がある
が、それを考慮しても、かなりの差がでてきている。消費税についてはさらにより細かい質問を
行い、このような結果を解析する必要がある。
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質問2・3について
消費税以外の税金を知っている学生の割合は1年、2年とも高い比率になっており、特に2年生
は1年生に比べ10％以上高くなっている。また、全体でも76.5％の高率になっている。この結果
は予想通りであった。主として1年生向けの科目である「簿記」では所得税、法人税、固定資
産税などの会計処理を扱い、すでに述べたように2年生向けの科目である「会計学」（1年生で
も選択可能）では消費税や法人税の会計処理を扱うので、消費税以外の税金を知っている学生の
割合が高いのも当然である。
しかしながら、答えた学生の人数が最も多いのが所得税（19人）であることは理解できるが、
タバコ税（13人）、酒税（8人）が法人税（4人）より多いというのは予想外であった。これほど
タバコ税、酒税が知られているとは考えていなかった。また、住民税（14人）を回答した学生
の多さや相続税（2人）を回答した学生の少なさも予想外であった。
質問4・5について
1年生、2年生、全体ともに税金の使い道を知っていると回答した学生と知らないと回答した
学生はほぼ半々であるが、この結果は予想に反したものであった。知っていると回答した学生の
割合がもう少し高いと考えていた。使い道の教育も必要であることを痛感した。
使い道については公務員給料（8人）、公共施設の建設・維持（6人）、公共事業（5人）を回答
する学生が多かったが、これは予想通りであった。社会福祉関係（1人）、震災復興（1人）を回
答した学生が少ないのは予想外であった。
問6について
大別すると「義務」、「増税」、「国あるいはみんなのお金」、「批判的連想」、「国の借金」、「消費
税率」、「難しいというイメージ」、「お金」に関するイメージの8つになり、多岐にわたっている
ことが分かる。「批判的連想」を連想する学生がもう少し多いのではないかと予想していたが、
比較的少なく、「義務」を連想する学生が比較的多かった。これも予想に反していた。もう少し
批判的連想が多いと思っていたが、消費税以外払った経験のない学生はあまり批判する必要はな
いと思うもかもしれない。
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4．終わりに
本稿では会計事務コンピュータコースの女子短大生の税金の知識に関するアンケートを行った。
「税金」に関する授業がないことを考えると、「比較的知っている」という結果がでたと考えて
よい。2013年度からは「税法」の授業も始まるので、税金に関する知識は増大する。授業が終
了したときに、より詳細なアンケートを実施して税金にたいする考え方を調べたい。
注
1． 藤巻一男『日本人の納税意識』税務経理協会、2012。
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